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地域活性化事例

「やまと社会インパクトファンド」の取組が地方創生事例に選定

　奈良県および周辺の「やまと地域」における社会課題の解決
と、実践者の輩出を目的に設立された「やまと社会インパクト
ファンド」の取組が、内閣官房および内閣府が公表する令和7年
度『地方創生に資する金融機関等の「特徴的な取組事例」』に
選定されました。
　当ファンドは、当行の投資専門子会社である南都キャピタル
パートナーズ株式会社と、株式会社キャピタルメディカ・ベン
チャーズが運営する地域課題解決型のファンドで、解決すべき
地域課題の特定から、投資候補先の選定、投資後の伴走支援、
キャピタリストの育成等に一貫して取り組む点が評価された
ものです。
今後も当ファンドを活用し、「やまと地域」の社会課題の解決に

取り組んでまいります。

「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録に向けた活動を支援

　「飛鳥・藤原の宮都」は奈良県内で4件目となる世界遺産登録を目指している遺跡群です。19の資産で構成されており、
奈良盆地の南部、現在の橿原市・桜井市・明日香村にまたがる地域にあります。
構成資産の一つである「藤原宮跡」が残る橿原市では、現在、「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録に向けた取組が地域

一体となって進められています。当行橿原支店および神宮前支店では、こうした地域の取組に賛同し、近隣の主要ターミナル
駅での広報活動への協力などを通じて、「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録に向けた取組の周知・発信を支援しています。
　今後も当行は地域金融機関として、地域との連携体制を一層充実させ、地域の歴史・文化資源を活かした観光振興と
地域経済の持続的な発展に貢献してまいります。

「飛鳥・藤原世界遺産登録応援定期預金」について

　当行は、奈良県の歴史文化資産の１つである「飛鳥・藤原の宮都」※の魅力を次世代へ継承する活動を応援するため、
2025年12月から2026年2月まで「飛鳥・藤原世界遺産登録応援定期預金」を募集しました。
　本商品は、「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録に向けた取組
にご賛同いただける全国のお客さまを対象とした定期預金です。
お預け入れいただいた定期預金の総額の0.01％相当額を当行
が奈良県に寄附し、世界遺産登録推進の活動に役立てていた
だくことを目的としたものです。
　今般、多くの皆さまにご賛同いただいた結果、お預け入れ総額
は、当初想定していた募集上限の300億円に達しました。

※「飛鳥・藤原の宮都」は奈良県内で4件目の世界文化遺産登録を目指す
遺跡群です

（左から）株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ代表取締役 青木 武士氏、
津島淳内閣府副大臣、南都キャピタルパートナーズ株式会社代表取締役
社長 堺 敦行
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❶飛鳥宮跡
❷飛鳥京跡苑池
❸飛鳥水落遺跡
❹酒船石遺跡
❺飛鳥寺跡
❻橘寺跡
❼山田寺跡
❽川原寺跡
❾檜隈寺跡
10石舞台古墳
11菖蒲池古墳
12牽牛子塚古墳
13藤原宮跡
14大官大寺跡
15本薬師寺跡
16天武・持統天皇陵古墳
17中尾山古墳
18キトラ古墳
19高松塚古墳

南都銀行神宮前支店

南都銀行橿原支店

Ⓒ世界遺産「飛鳥・藤原」登録推進協議会
（所在地情報等を加筆）

奈良県中部に位置する県内第2の都市・橿原市は、「日本国はじまりの地」とも言われ、初代神武天皇が即位された地であると伝わることや、
およそ1300年前に藤原京が造営され、その時代に制定された「大宝律令」に史上初めて「日本」という呼称が使われたことなどが知られています。
平坦な地にそびえる「大和三山」の中心には、かつての都・藤原京の宮殿「藤原宮」の跡があり、ほかにも長く続く歴史の跡が各地に残っています。
古くから交通の要所として栄えたため、市内の移動だけでなく市外・県外の都市部へアクセスが良好で、歴史をいつも身近に感じつつ、
街の便利な暮らしが両立している魅力的な都市です。
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